
アクアシステム 株式会社

《第11回しまねいきいき
雇用賞》を受賞。「社内レ
クから採用、資格取得支
援などまで、社員が自立
的に動いてくれているお
かげで会社がうまく回っ
ています。僕がしているの
は最初の声かけくらい」と
笑う三澤社長。

模
を
拡
大
し
、
上
下
水
道
の
施
設
工
事
や

大
規
模
な
管
工
事
も
行
う
よ
う
に
。
地
元

大
手
企
業
《
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
》

の
工
業
用
水
や
冷
却
水
な
ど
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
配
管
も
担
っ
て
い
る
。

　

高
ま
る
需
要
に
対
応
す
る
形
で
2
 0 

2
4
年
度
は
人
材
確
保
に
注
力
し
、
約
１

年
で
９
人
が
入
社
。
平
均
年
齢
が
大
幅
に

下
が
り
、
組
織
の
若
返
り
が
進
ん
だ
。
従

来
が
年
間
0
〜
1
人
だ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
飛
躍
的
な
数
字
だ
。「
就
活
担
当
の
若

手
社
員
に
よ
る
S
N
S
発
信
な
ど
が
効
い

た
よ
う
で
す
。
社
内
の
仕
事
風
景
や
レ
ク

の
様
子
を
見
て
、
雰
囲
気
に
惹
か
れ
て
入

社
し
た
人
が
多
い
ん
で
す
。
僕
が
一
人
で

合
同
説
明
会
に
出
て
い
た
時
は
鳴
か
ず
飛

ば
ず
だ
っ
た
ん
で
す
が
」
と
苦
笑
す
る
。

新
た
な
仲
間
の
増
加
は
既
存
社
員
も
刺
激

し
、社
内
が
よ
り
闊
達
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
急
増
し
た
社
員
向
け
に
力
を
入
れ
る
の

が
、
人
材
育
成
だ
。
25
年
5
月
か
ら
は
若

手
新
人
社
員
を
対
象
に
し
た
「
ス
テ
ッ
プ

ロ
グ
」
と
い
う
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。

1
週
間
ご
と
に
作
業
内
容
や
感
じ
た
こ
と

な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
、
理
解
度
を
確
認

し
た
り
、
困
り
ご
と
を
聞
き
取
っ
た
り
す

る
の
が
狙
い
だ
。
若
手
一
人
一
人
に
つ
き

所
属
部
署
の
先
輩
社
員
ら
が
1
～
2
人
対

応
す
る
こ
と
で
、
技
術
面
で
も
精
神
面
で

も
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
ほ
か
、

教
え
る
側
の
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

同
年
6
月
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
チ
ャ
ッ
ト

ツ
ー
ル
内
に
質
問
研
究
室
グ
ル
ー
プ

「
Q
-L
a
b
」
を
開
設
。
誰
で
も
投
稿
で

き
る
た
め
、
疑
問
が
即
時
に
解
決
さ
れ
、

知
識
も
共
有
で
き
る
と
し
て
好
評
だ
。

　
働
き
方
改
革
も
推
進
す
る
。
25
年
度
か

ら
完
全
週
休
2
日
を
実
現
し
、
夏
に
は
2

泊
3
日
の
北
海
道
社
員
旅
行
も
実
施
し

た
。
一
方
、
工
務
棟
を
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム

に
改
装
し
、
終
業
後
な
ど
に
資
格
の
勉
強

が
で
き
る
環
境
も
整
え
た
こ
と
で
、
受
験

率
が
向
上
。「
水
は
人
の
命
を
つ
な
ぎ
、

産
業
活
動
を
潤
す
貴
重
な
資
源
。
水
に
関

す
る
施
工
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
技
術
を
研
鑽
し
、
地
域
社
会
の
進
展
に

貢
献
し
た
い
」
と
三
澤
社
長
。
そ
の
言
葉

か
ら
は
、“
当
た
り
前
”
の
日
常
を
守
る

強
い
使
命
感
と
誇
り
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
き
れ
い

な
水
が
出
て
く
る
。《
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
》

が
支
え
て
き
た
の
が
、
そ
ん
な
〝
当
た
り

前
〟
の
暮
ら
し
だ
。
し
か
し
近
年
、
全
国

各
地
で
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
破
裂
事
故

が
相
次
い
で
お
り
、
死
亡
事
故
に
結
び
つ

く
ケ
ー
ス
ま
で
出
て
き
て
い
る
。「
老
朽

管
更
新
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
一
方
、
人

口
減
少
が
進
む
地
方
の
小
規
模
自
治
体
で

は
、
多
額
の
コ
ス
ト
を
か
け
た
上
下
水
道

管
の
布
設
替
工
事
は
建
設
的
で
は
な
い
。

状
況
に
応
じ
て
公
共
下
水
道
か
ら
市
町
村

設
置
型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
備
へ
の
転

換
な
ど
、
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
」
と
三
澤
孝
志
社
長
。「
そ

ん
な
中
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
職
人
を
抱

え
、
上
下
水
道
と
浄
化
槽
工
事
の
い
ず
れ

に
も
初
動
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
対
応

で
き
る
の
が
当
社
の
強
み
」
と
胸
を
張

る
。
4
0
0
ミ
リ
以
上
の
大
口
径
の
鉄
管

を
切
る
技
術
を
持
つ
社
員
も
複
数
人
お

り
、県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
業
績
を
誇
る
。

　
米
子
市
の
水
道
関
連
会
社
で
修
業
し
た

初
代
が
1
9
6
3
年
、
義
兄
と
と
も
に
起

業
。
産
業
の
発
展
や
人
口
の
増
加
で
、
安

全
か
つ
安
定
的
な
水
の
供
給
が
重
要
課
題

と
な
る
中
、
地
域
の
環
境
整
備
に
奔
走
し

た
。
個
人
宅
の
ガ
ス
や
水
道
の
配
管
工
事

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
も
、
徐
々
に
事
業
規

水
関
連
の
幅
広
い
事
業
を
展
開

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績

暮らしに欠かせない水。《アクアシステム株式会社》は、上下水道
の施設からプラント配管、公共施設の空調・換気・消火設備、個
人宅の水回り工事などまで水に関わる幅広い事業を展開している。

水を届ける確かな技術が
命をつなぎ、未来を拓く

LEADING COMPANY
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⃝建設業（水道本管工事、プラント配管など）

アクアシステム株式会社

099 098



水に関する事業
各地で実績多数
水道管の布設や上下水
道の施設工事、大手工
場のプラント配管、一般
住宅の水回り工事など、
水に関わるさまざまな事
業を行っている。CAD
での設計図作成から現
場での作業まで一貫して
自社で実施しており、安
来市内を中心に県内各
地で実績を誇る。

丁寧な取り組みで
技術向上を支援
新入社員の急増を機に、
先輩社員とコンビを組ん
だOJTに 加え、 現 場で
の困りごとなどを文字化
して上司に伝える「ステ
ップログ」、チャット上で
学習できる「現場Q-Lab」 
などを導入。社内にスタ
ディル ームを 設けるな
ど、社員のスキルアップ
支援にも注力する。

社員が楽しめる
若手企画のレク
若手社員が中心になり、
家族を招いての納涼会
などレクリエーションを
積極的に開催（写真右
は社員の子どもによる感
想）。社員と家族が笑顔
でいられることも大切に
している企業文化の一つ
だ。今年は8年ぶりに社
員旅行を実施し、北海
道を満喫した。

生き生きと働ける職場環境

　実力次第でどこまででも自分を高めていける会社―。高校の進路担当の先生に
勧められた言葉が響き、入社を決めた。1級配管技能士、2級管工事施工管理技士な
どの資格を取得し、今年から主任を拝命。「自分でも実力が付いてきたなと実感しま
す」と照れ笑いを見せる。
　一般住宅の給水排水管修理をメインに担当してきたが、昨夏は母校のトイレ改修工
事で初めて現場代理人に。「授業を邪魔しないよう大きな音が出る作業は休憩時間に
集中させるなど、工程管理に気を使いました」。効率的に作業を進め、文化祭・体育
祭までの完成という先方の要望を見事叶えた。「高校生にとって大切なイベントを、
工事の音で邪魔しなくて良かった」。現場と施工管理の両方に今後も力を入れる。

確実に技術力を磨き、実務に加え施工管理も担当

奥出雲営業所 工務部
山根 康弘さん（29）

2016年入社（入社10年目）

　幼少期から意匠設計に憧れ、大学で学んだものの卒業後はまったく異業種の会社に
就職した。「友人たちと比べて、自分のセンスのなさを痛感したんです」。しかし、夢
を諦めた後悔がずっと残っていた。そんな中、設備設計という仕事を知り、建築に携
われるとの思いでキャリアチェンジした。
　現在は、新築する特別養護老人ホームの施工図面を担当。現場事務所に常駐し、
職人たちがスムーズに作業できるよう、寸法や器具の個数・位置、配線のルートなど
を記載した図面を作業エリアごとに作成する。「建物ができ上がっていく様子を肌で感
じられ、さまざまな業種の方々の話も聞けるので勉強になります」。実務経験を重ね、
建築設備士の資格取得を目標にしている。

一度は諦めた建築業界へキャリアチェンジ。目標は建築設備士

工務部
宇山 旭さん（29）

2025年入社（入社1年目）

　入社4年目の先輩社員とコンビを組み、一般家庭の給排水管工事に携わる。「修理
工事では水が漏れている箇所を探すのが大変。先輩は僕の10倍のスピードで見つけ
出していて、早く追い付きたいです」。小学生の時に同じ野球チームのメンバーだった
旧知の先輩には聞きやすく、日に日に技術を習得。現場で聞くタイミングがなかった
時には、「ステップログ」を活用し、次の現場までに教えてもらうという。勉強は苦手
と言いつつ、資格試験にも挑む。
　会社の雰囲気や福利厚生に惹かれて入社。「友人で週休2日の会社に勤めている人
はほとんどおらず、羨ましがられます」。現在も草野球チームに所属し、「北海道への
社員旅行でエスコンフィールドを見られたのはうれしかったです」と笑みがこぼれた。

先輩とコンビを組み、OJTで日々技術と知識を習得

工務部
山﨑 光翔さん（19）

2025年入社（入社1年目）

　今年、国家資格であり、高度な専門知識が必要とされる1級管工事施工管理技士
を取得。終業後も夜遅くまで社内のスタディルームで勉強するなどして、高い難易度
の試験をクリアした。「会社が勉強に集中できる環境を整えてくれ、家族の支えもあっ
たからこそ達成できました」。現在は1級土木施工管理技士にも挑んでおり、他の社
員のモチベーションアップにもつながっている。
　「長年工務部の努力や活躍を間近で見て、自分も力になりたい」と考え、入社以来
所属していた総務部から工務部へ転籍。施工図面や申請図面の作成などを担当す
る。現場の生産性向上に大きく寄与したことなどが評価され、《令和6年度しまね働く
女性きらめき大賞》を受賞した。目指すのは、社内になくてはならない存在だ。

女性社員として社内初の1級管工事施工管理技士資格を取得

工務部
須山 逸美さん（40）

2015年入社（入社11年目）

暮らしを支える水のプロ集団

採用担当者からあなたへ

アクアシステム 株式会社

この仕事の魅力は、「地域の皆様の暮らし
を支えている」というやりがい。専門的な
技術が身につき、一生モノのスキルになり
ます。AIや機械では代わりがきかない、“手
に職” の仕事です！一つ一つの経験が、自
分の強みになります。働きなが
ら成長できる環境で、やるほど
に「できる！」が増えていく、そ
の楽しさを一緒に味わいま
しょう。

0854-22-3538
採用に関するお問い合わせ先

事業内容

水道本管工事、プラント配管、空調・換気・消
火配管、民間の上下水道工事など

創　業　昭和38（1963）年12月10日
代表者　代表取締役　三澤 孝志
社員数　47名（男37名　女10名）
本　社　島根県安来市安来町431

安来市、仁多郡、松江市

日 程 が 決 まり次 第 、採 用 サ イトと
Instagramにて、順次情報公開。

勤務地（採用エリア） 

採用区分

新卒採用

有

キャリア採用

三澤 彩乃さん
総務部 部長

Instagramは
こちら

公式サイトは
こちら

アクアシステム 株式会社

インターンシップ・キャリア

マイナビは
こちら

100101


